（様式3-3）提出の際は青文字を削除してください。
	受付番号
	事務局で記載



[bookmark: _Hlk191991327]NEDO懸賞金活用型プログラム／空港グランドハンドリング作業の生産性向上に向けた
技術開発（手荷物積付）
NEDO Challenge, Baggage-Loading Robot
 ～空港の未開拓領域に挑め～
に係る懸賞広告への提案書

	申請者（代表者）

	氏名（ふりがな）
	○○　○○（○○　○○）

	所属法人名
	（例）株式会社○○

	所属部署名
	（例）○○事業本部○○グループ

	エントリーテーマ

	 コンテスト３：積付ロボット

	提案名称	

	ご提案の内容を端的に表した名称を、50文字以内で設定してください。







	ａ．成果物の開発方針
①提案の概要

	ご提案内容を1ページ以内でご説明ください。
図表の利用も可能です。
説明は、以下の内容を考慮ください。
· 課題認識
· ソリューションが提供する解決策
· ソリューションの概要
· 主な構成要素
· ソリューションの機能
· 想定効果






	②開発するソリューションの特徴

	· 開発するソリューションの特徴を記載してください（下記に列挙する観点について具体的に記載してください）。
· 類似のソリューションの有無
· 類似のソリューションがある場合、それとの差異、優位性
· ソリューションの独自性
· 提案するソリューションをユーザーが使用する際に、高度かつ専門的な知識を要しないかどうか
· その他、ご提案者が特徴と考える点




	③開発体制

	· 開発に参加する各主体の役割分担等をご記載ください。（適宜図表等をご利用ください。）
· コンテスト１、2の参加者との連携を想定している場合は、その旨記載ください。









	ｂ．開発物のイメージ（開発成果審査時点での成果イメージ）

	· 開発成果審査時点で実地審査に供することができる開発物のイメージを記載してください（下記に列挙する観点について具体的に記載してください）。※別紙３　1.2実地審査のイメージを参照のこと。
· 実地審査に供する開発物のイメージ
· 開発対象外とする機器、機能は何か
· デモ等による動作確認可能な内容
· その他、ご提案者が重要と考える点







	ｃ．開発物が備えるべき機能要件・追加要件への対応方針

	①機能・性能・構成：
必要あるいは目標とする機能が実現できているか
（手荷物識別機能、積付アルゴリズムの計算機能、レイアウト構成、積付性能（充填率、荷崩れの防止、多様な手荷物への対応、優先手荷物等に応じた搭載順の指示、エラー対応等、処理能力）　等）
	· 公募要領別紙３に示している開発成果の「機能・性能・構成」について、どのような技術を用いてどのように対応していく想定か、また、目標数量等がある場合はその達成見込みについて、下記項目ごとに整理して記載してください。
■3.１　手荷物識別（識別装置のレイアウト、測定可能な速度）※手荷物識別装置を用いる場合（公募要領別紙１も参照のこと）
■3.2　積付アルゴリズム　※積付アルゴリズムを用いる場合（公募要領別紙２も参照のこと）
■3.3.1　積付ロボット（1）~(4)項
■3.3.2　レイアウト・付帯施設(1)～(12)項　※詳細はd項に記載のこと
■3.3.3　積込み時のエラー対応等(1)～(6)項
■4(1)性能要件　i)～xii)　　※i)~iii)については詳細はd項に記載のこと


	②作業性・安全性：
計測時の作業性および安全性等が確保されているか（作業者の安全性確保、ヒトと機械の協働に対する提案等）
	· 公募要領別紙３に示している開発成果の「作業性・安全性」について、どのように対応していく想定か、また、目標数量等がある場合はその達成見込みについて、下記項目ごとに整理して記載してください。
■4(2)作業性・安全性

	③運用・保守性：
高い稼働率の確保や、メンテナンス対応が考慮されているか（24時間365日稼働可能等）、ファインチューニング性
	· 公募要領別紙３に示している開発成果の「運用・保守性」について、どのように対応していく想定か、また、目標数量等がある場合はその達成見込みについて、下記項目ごとに整理して記載してください。
■4(3)運用・保守性

	④コスト：今後の導入台数、ユーザーの負担能力等を考え、妥当なコストによる導入が可能か（初期費用、運用コスト等）
	· 公募要領別紙３に示している開発成果の導入「コスト」について、現状の見込みを下記項目ごとに整理して記載してください。
■4(4)コストii)項について
－初期導入コスト（レイアウトパターンの代表として、パターンBに対する、ロボット、付帯機器、手荷物搬送装置、EBS等並べ替えのための施設等のレイアウト内の費用、EBSなどのレイアウト外の費用）※コストの詳細はｄ③にご記載頂き、ここではその概要を記載ください。レイアウト外でコスト算定が難しいものがあれば、その旨お書きください。
－運用コスト（同上）

	⑤将来の拡張性：
将来的な性能・機能向上、機能拡張余地（コンテナからの手荷物取卸しへの対応等）、他の運輸・輸送分野などへの拡張可能性等（拡張性に対する工夫、提案等）
	· 公募要領別紙３に示している開発成果の「将来の拡張性」について、現状の見込みを下記項目ごとに整理して記載してください。
■4(5)将来の拡張性

	d．開発物の実装イメージ
①レイアウトイメージ

	· 開発物を公募要領別紙３（3.3項）に示した３つのメイクレイアウトパターンの代表としてパターンBに実装する際の実装イメージをラフなものでよいので、図面等で記載してください。（ｂ．との違いやｂ．での再現範囲等があれば明示ください）。
· 使用するロボットの数・配置、柵等安全区域の範囲、手荷物搬入ラインの位置、並べ替え装置の位置、積込み時のコンテナの配置、人員の標準的な配置等を簡単に示してください。
· 配置する主要な施設・機器類の一覧を別表としてお付けください。
· 想定しているピーク時の運用イメージ、ロボットとヒトの協働イメージ・役割分担等についての簡単な解説も付記してください。






	②レイアウトの基本スペック

	· それぞれのレイアウトにおける現状で想定される基本スペックについて、以下を示してください。
1 ピーク時処理能力（ピーク時1時間に処理可能な手荷物数、コンテナ台数：エラー対応時間等も含む）とその算定根拠
2 ピーク時標準作業人数
3 ロボット1台当たりの最大処理能力（ピーク時1時間に処理可能な手荷物数、コンテナ台数：エラー対応時間等も含む）





	③開発・運用コスト

	· 公募要領別紙３　4(4)ii)項に示している開発成果の導入「コスト」について、概算でよいので現状の見込みを下記項目ごとに整理して記載してください。
■初期導入コスト（レイアウトパターンBに対する、ロボット、付帯機器、手荷物搬送装置、カルーセル等並替のための施設等の、レイアウト内の施設別費用、EBSなどのレイアウト外の施設別費用）※EBSなど、レイアウト外でコスト算定が難しいものがあれば、その旨お書きください。
■運用コスト（同上）



	ｅ．開発スケジュール・マイルストーン

	· コンテスト期間中のソリューション開発の想定スケジュールを記載してください。
· 今後の開発進展状況確認のための開発期間中のマイルストーンもご提示ください。





	ｆ．本コンテストで開発する新たな技術開発要素

	· 開発するソリューションに必要な技術の開発要素を、下記の観点で整理して記載してください。
· ソリューションを実現するために必要となる技術
· 必要となる技術に関連した、申請メンバーの保有技術、および実績
· 必要となる技術と保有技術とのギャップ、及びギャップを埋めるための技術課題、開発要素




	ｇ．開発に資するこれまでの開発者の類似の技術開発・実装実績等

	· 開発に資するこれまでの類似の技術開発・実装実績等をお示しください。
· 一般販売されていない場合は、その旨を記載してください。
· 一般販売されている場合は、既存製品内容が分かる、製品紹介のURLやカタログなどを添付するとともに、どのような点が、既存製品に対するソリューションの追加機能、機能改善にあたるのかを記載してください。
· 可能であれば、そのソリューションが動作する状況を示す動画等を、別ファイルでご提出ください。
· 今回の開発において、どのような点が、既存製品に対するソリューションの追加機能、機能改善にあたるのかを記載してください。
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